
建設業における 
丸のこ等取扱作業の安全 ─安全衛⽣教育テキスト─ №221010 

＜新旧対照表＞ 改訂 4 版 令和 6 年 11 ⽉ 5 ⽇ 
【補⾜事項】※「旧版」から「新版」への⽂章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。
※参考等の法令改正は引⽤先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。

（旧版） 改訂 3 版 4 刷（令和 5 年 10 ⽉ 11 ⽇） （新版）改訂 4 版（令和 6 年 11 ⽉ 5 ⽇） 
[ 表記・⽤語の統⼀  （例：職場→事業所 など） ] 

※旧版から新版への変更にあたり、「表記・⽤語の統⼀」は⾏っていません。

1 

（旧版） 改訂 3 版 4 刷（令和 5 年 10 ⽉ 11 ⽇） （新版） 改訂 4 版（令和 6 年 11 ⽉ 5 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
⽬

次 

4 章 5）柱を切断中、のこ⻭が反ぱつして負傷 ⽬

次 

4 章 5）10cm ⾓の柱を切断中、のこ⻭が反ぱつし

て負傷 

1 上から

12 ⾏⽬ 

 「丸のこ等」は、丸のこ盤、可搬式丸のこ

盤、携帯⽤丸のこ、携帯⽤丸のこ盤に分けら

れます。 

1 上から

12 ⾏⽬ 

 「丸のこ等」は、丸のこ盤、可搬式丸のこ

盤、携帯⽤丸のこ、携帯⽤丸のこ盤に分けら

れ、携帯⽤丸のこ盤等において、充電式（コ

ードレスタイプ） が普及しています。 

12 図 1-21 窯業系サイジング等に使⽤される。 12 図 1-21 窯業サイディング等の切断に使⽤される。 

16 上から

4 ⾏⽬ 

③ 作業開始前に建設現場での危険性⼜は有

害性について事前に調査・・・

16 上から

4 ⾏⽬ 

③ 作業開始前に建設現場での危険性有害性

について事前に調査・・・

16 上から

7 ⾏⽬ 

⼜は有害性を特定し、重篤度と可能性の度合

の組み合わせでリスクを⾒積り、・・・ 

16 上から

7 ⾏⽬ 

有害性を特定し、重篤度と可能性の度合の組

み合わせでリスクを⾒積り、・・・ 

16 上から

12 ⾏⽬ 

・・・の組み合わせで⾏い、危険性⼜は有害

性の⼤⼩を客観的に把握します。

16 上から

12 ⾏⽬ 

・・・の組み合わせで⾏い、危険性有害性の

⼤⼩を客観的に把握します。

16 図 （⾚枠を部分を修正） 16 図 

16 下から

9 ⾏⽬ 

※ リスクアセスメントは、ステップ１から

ステップ３までをいう（「危険性⼜は有害性等

の調査等に関する指針 同解説」による）・・・ 

16 下から

9 ⾏⽬ 

※ リスクアセスメントは、ステップ１から

ステップ３までをいう（「危険性有害性等の調

査等に関する指針 同解説」による）・・・

16 下から

6 ⾏⽬ 

④ ヒヤリ・ハットを体験した場合には、・・・ 16 下から

6 ⾏⽬ 

④ ヒヤリハットを体験した場合には、・・・ 

17 図 2-1 騒⾳現場では⽿せん 17 図 2-1 騒⾳現場では聴覚保護具（⽿せん） 



2 

（旧版） 改訂 3 版 4 刷（令和 5 年 10 ⽉ 11 ⽇） （新版） 改訂 4 版（令和 6 年 11 ⽉ 5 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
19 上から

5 ⾏⽬ 

 ただし、フルハーネス型安全帯を使⽤する

ことで、墜落時に作業者が地⾯に激突するお

それのある場合（⾼さが 6.75ｍ以下）は、胴

ベルト型安全帯を使⽤することができます。 

19 上から

5 ⾏⽬ 

 ただし、フルハーネス型安全帯を使⽤する

ことが原則となりますが、墜落時に作業者が

地⾯に激突するおそれのある場合（⾼さが

6.75ｍ以下）は、胴ベルト型安全帯を使⽤す

ることもできます。 

30 上から

4 ⾏⽬ 

・・・作業におけるステップごとに危険性⼜

は有害性を特定し、・・・

30 上から

4 ⾏⽬ 

・・・作業⼿順書では、作業におけるステッ

プごとに危険性有害性を特定し、・・・

30 図 （⾚枠を部分を修正） 30 図 

31 表 （⾚枠を部分を修正） 31 表 



3 

（旧版） 改訂 3 版 4 刷（令和 5 年 10 ⽉ 11 ⽇） （新版） 改訂 4 版（令和 6 年 11 ⽉ 5 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
32 上から

3 ⾏⽬ 

・・・危険性⼜は有害性の⼤⼩を客観的に把

握します。

32 上から

3 ⾏⽬ 

・・・危険性有害性の⼤⼩を客観的に把握し

ます。

46 表 3-1 （⾚枠を削除） 46 表 3-1 

47 上から

2 ⾏⽬ 

 労働災害防⽌するためには、作業に伴う危

険性⼜は有害性等について事前に調査、検討

（リスクアセスメント）し、その結果から当

該作業に伴う危険性・有害性を低減、除去す

る必要があります。

47 上から

2 ⾏⽬ 

 労働災害防⽌するためには、作業に伴う危

険性有害性等について事前に調査、検討（リ

スクアセスメント）し、その結果から当該作

業に伴う危険性有害性を低減、除去する必要

があります。

47 下から

5 ⾏⽬ 

４）柱に切り込み中、そばを通った作業者が

のこ⻭に接触し負傷

５）柱を切断中、のこ⻭が反ぱつして負傷 

47 下から

5 ⾏⽬ 

４）柱材に切り込み中、そばを通った作業者

がのこ⻭に接触し負傷

５）10cm ⾓の柱を切断中、のこ⻭が反ぱつし

て負傷 
51 ⾒出し ４）柱に切り込み中、そばを通った作業者が

のこ⻭に接触し負傷

51 ⾒出し ４）柱材に切り込み中、そばを通った作業者

がのこ⻭に接触し負傷

52 ⾒出し ５）柱を切断中、のこ⻭が反ぱつして負傷 52 ⾒出し ５）10cm ⾓の柱を切断中、のこ⻭が反ぱつし

て負傷 




